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児
じ

童
どう

虐
ぎゃく

待
たい

の通
つう

告
こく

はすべての国
こく

民
みん

に課
か

された義
ぎ

務
む

です！ 

児童
じどう

福祉法
ふくしほう

第
だい

２５ 条
じょう

の規
き

定
てい

に基
もと

づき、虐
ぎゃく

待
たい

を受
う

けたと思
おも

われる児
じ

童
どう

を発
はっ

見
けん

した者
もの

は、速
すみ

や

かに（市
し

役
やく

所
しょ

や児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
じょ

に）通
つう

告
こく

をしなければなりません。 

この通告
つうこく

は、国民
こくみん

の義務
ぎ む

とされています。したがって、幼稚園
ようちえん

、保育
ほいく

園
えん

、こども園
えん

、各
かく

学
がっ

校
こう

に

は、国民
こくみん

の義務
ぎ む

同様
どうよう

に『虐 待
ぎゃくたい

されているかもしれない児童
じどう

』を見
み

つけた場
ば

合
あい

には、関
かん

係
けい

機
き

関
かん

に

通
つう

告
こく

する義務
ぎ む

があります。 

① 保護者
ほごしゃ

から叩
たた

かれたり蹴
け

られたりしているかもしれない。 

② 原 因
げんいん

がよく分
わ

からない傷
きず

やアザがある。 

③ 食 事
しょくじ

を与
あた

えられていないようだ。 

④ ひどく不衛生
ふえいせい

なままでいる。（同
おな

じ服
ふく

を毎
まい

日
にち

着
き

ている等
など

） 

⑤ 保護者
ほごしゃ

から暴 言
ぼうげん

を浴
あ

びせられているかもしれない。 

⑥ 保護者
ほごしゃ

から無視
む し

をされたり、差別的
さべつてき

な対 応
たいおう

を受
う

けたりしているようだ。 

⑦ 閉
と

じ込
こ

められたりして、安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

が取
と

れない。 

⑧ 病
びょう

院
いん

（医
い

療
りょう

機
き

関
かん

）に連
つ

れていってもらえない。 

⑨ （主
おも

に夜
や

間
かん

）保
ほ

護
ご

者
しゃ

が不
ふ

在
ざい

の家
いえ

に放
ほう

置
ち

されているようだ。 

⑩ 家
か

族
ぞく

間
かん

の暴
ぼう

力
りょく

行
こう

為
い

を目
もく

撃
げき

している。 

                             など 

『虐 待
ぎゃくたい

されているかもしれない児童
じどう

』とは、例
たと

えば・・・ 

児
じ

童
どう

虐
ぎゃく

待
たい

は、子
こ

どもに対
たい

する 最
もっと

も 重
じゅう

大
だい

な権
けん

利
り

侵
しん

害
がい

にあたり、成
せい

長
ちょう

段
だん

階
かい

にある子
こ

どもの心
しん

身
しん

に深
しん

刻
こく

な影
えい

響
きょう

をもたらします。 

児
じ

童
どう

虐
ぎゃく

待
たい

を防
ぼう

止
し

するためには早
そう

期
き

発
はっ

見
けん

、早
そう

期
き

対
たい

応
おう

が何
なに

より 重
じゅう

要
よう

であり、 虐
ぎゃく

待
たい

が 疑
うたが

われる場
ば

合
あい

やお

かしいと感
かん

じたら迷
まよ

わず連
れん

絡
らく

してください。 

子
こ

どもに関
かか

わる全
ぜん

員
いん

が子
こ

どもたちを 虐
ぎゃく

待
たい

から守
まも

るネットワークの一 員
いちいん

です。『あなた』の行 動
こうどう

や一 言
ひとこと

が子
こ

どもや親
おや

を救
すく

うきっかけになります。「 虐
ぎゃく

待
たい

かな？」と思
おも

ったら悩
なや

まずに勇
ゆう

気
き

ある行
こう

動
どう

をお願
ねが

いします。 


